
来
年
度
よ
り
医
療
機
関
と
の

協
議
の
う
え
、
集
団
乳
が
ん

検
診
未
受
診
者
に
電
話
で
個

別
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行
う

予
定
で
す
。

Q　
肺
炎
に
よ
る
死
亡
は

死
因
第
３
位
と
言
わ
れ

て
い
る
。
成
人
用
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
対
象
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
医
に
協
力
を
頂
く
の

は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

現
在

市
で
は
１
件
当
た
り

２
千
円
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
こ
の
活
用
を

改
め
て
医
師
会
と
協
議
し
、

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

A
市
長　

市
民
の
健
康
を

守
る
立
場
か
ら
、
予
防

事
業
に
つ
い
て
積
極
的
に
進

め
ま
す
。

 ●

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
充
実

に
つ
い
て

Q　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

相
互
理
解
や
と
っ
さ
の

と
き
の
対
応
の
た
め
、
エ
ピ

ペ
ン
を
持
つ
訓
練
に
つ
い
て
、

全
職
員
の
意
識
、
知
識
、
技

術
等
対
応
力
を
上
げ
る
必
要

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

講
習
の
進
捗
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

平
成
25
年

２
月
の
段
階
で
は
、
使

用
講
習
参
加
者
は
12
名
で
し

た
。
研
修
の
必
要
性
及
び
研

修
会
の
周
知
に
つ
い
て
、
校

長
会
議
や
養
護
教
諭
部
会
に

積
極
的
に
勧
め
て
き
た
結
果
、

11
月
現
在
で
１
１
７
名
で
す
。

Q　
給
食
に
配
慮
を
要

す
る
児
童
生
徒
の
実

態
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

市
内
の

小
中
学
校
の
生
徒
数

は
、
3
千
９
２
５
名
、
平
成

25
年
11
月
の
調
査
で
、
特
に

配
慮
の
必
要
な
児
童
生
徒
数

は
、
小
中
学
校
で
89
名
、
全

体
の
約
2.3
％
。
給
食
の
食
材

の
確
認
や
弁
当
の
持
参
は
21

件
、
小
学
校
14
件
、
中
学
校

７
件
で
す
。

A
保
健
福
祉
部
長　

９
月

時
点
で
幼
稚
園
、
こ
ど

も
園
の
在
園
児
９
２
４
人
で

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
申
告
は

40
人
、
う
ち
、
除
去
食
申
請

は
26
人
で
全
体
の
2.8
％
で
す
。

Q　
児
童
生
徒
の
医
療

情
報
は
、
具
体
的
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
教
育
部
長　

就
学
時
健

康
調
査
票
に
今
ま
で
か

か
っ
た
病
気
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
項
目
、
よ
く
起
こ
る

病
気
が
あ
る
か
、
必
要
事
項

を
保
護
者
に
記
載
し
て
い
た

だ
き
、
学
校
で
厳
重
に
保
管

し
て
い
ま
す
。

A
保
健
福
祉
部
長　

こ
ど

も
園
に
つ
い
て
は
、
家

庭
状
況
調
査
票
で
児
童
の
健

康
状
況
に
つ
い
て
６
項
目
ほ

ど
報
告
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
関
係
す
る
保
育
士
、
園

長
等
が
共
有
し
て
い
ま
す
。

Q　
学
校
な
ど
で
緊
急
事

態
が
起
き
た
と
き
に
児

童
生
徒
の
医
療
情
報
を
救
急

隊
員
に
渡
す
と
、
個
人
情
報

を
外
部
に
出
す
こ
と
に
な
る

の
で
、
事
前
に
保
護
者
の
同

意
を
記
入
依
頼
し
、
提
出
を

求
め
る
「
子
ど
も
安
心
カ

ー
ド
」
と
い
う
取
組
み
が
あ

る
。
市
で
も
、
一
層
充
実
し

た
取
り
組
み
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

こ
ど

も
園
は
、
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
緊
急
時
の
個
別
対
応

票
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

整
理
し
て
、
よ
り
簡
易
な
、

見
や
す
く
状
況
の
把
握
が
し

や
す
い
様
式
に
見
直
し
、
保

護
者
の
方
々
と
も
共
有
す
る

こ
と
と
消
防
本
部
と
の
調
整

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

Q　
教
育
部
と
保
健
福
祉

部
の
一
本
化
し
た
、
市

独
自
の
子
ど
も
安
心
・
安
全

な
医
療
情
報
カ
ー
ド
の
導
入

は
ど
う
か
。

A
教
育
長　

個
人
情
報
の

縛
り
や
情
報
の
悪
用
の

危
惧
が
あ
る
が
、
命
が
守
ら

れ
る
こ
と
を
最
大
限
に
優
先

し
、
そ
の
上
で
保
護
者
や
関

係
機
関
と
の
連
携
や
研
究

が
一
層
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
方
向
で
努
力
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

 ●

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Q　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

意
識
の
変
化
な
ど
背
景

に
晩
婚
化
が
進
行
し
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
、
未
婚
率
の
上
昇
が
少
子

化
の
背
景
に
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
市
の
取
組
み

の
状
況
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

第
１

に
認
定
こ
ど
も
園
化
の

推
進
、
第
２
に
延
長
保
育
事

業
及
び
一
時
保
育
事
業
の
実

施
、
第
３
に
病
後
児
保
育
事

業
へ
の
取
り
組
み
、
第
４
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
実
施
、
さ
ら
に
第
５
と
し

て
、
市
独
自
で
第
３
子
の
保

育
料
無
料
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。学
童
保
育
の
充
実
も
図

っ
て
い
ま
す
。

Q　
平
成
25
年
度
の
農
林

振
興
費
の
結
婚
相
談
事

業
の
予
算
が
45
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
登
録
者
を
対

象
に
年
２
回
程
度
の
出
会
い

交
流
会
等
を
行
っ
て
い
る
と

あ
っ
た
。
登
録
者
の
年
齢
と

男
女
数
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

独
身

男
女
40
名
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
男
性
29
名
、
女
性

11
名
で
す
。

Q　
平
成
24
年
度
の
活
動

内
容
等
の
実
績
は
ど
う

か
。A

経
済
環
境
部
長　

全
20

回
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
婚
活
の
イ
ベ
ン
ト
２
回
、

結
婚
セ
ミ
ナ
ー
が
１
回
、
ま

た
、
結
婚
相
談
及
び
マ
ッ
チ

ン
グ
は
17
件
で
す
。

Q　
結
婚
に
つ
な
が
っ
た

方
は
い
る
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

残
念

な
が
ら
、
１
組
も
あ
り

ま
せ
ん
。

Q　
成
果
が
出
な
い
点
に

つ
い
て
、
評
価
の
中
で

何
か
原
因
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

相
談

員
の
方
々
と
会
員
の

方
々
と
の
意
思
の
疎
通
が
余

り
で
き
て
い
な
い
、
ま
た
、 

相
談
員
の
方
は
高
齢
の
方
も

多
く
、
若
い
方
と
の
考
え
が

違
う
場
合
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。Q　

平
成
25
年
度
の
取
り

組
み
を
含
む
、
わ
が
ま

ち
活
性
課
で
の
状
況
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
農

業
共
同
参
画
推
進
会
の

中
で
、
農
業
後
継
者
へ
の
お

嫁
さ
ん
探
し
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
、
２
組
ほ
ど
成
婚

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

A
市
長　

若
者
の
結
婚
観

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
、
社
会
現
象
で
あ
り
、

文
化
的
な
問
題
で
す
。
ど
の

よ
う
に
行
政
が
か
か
わ
れ
る

か
。
な
か
な
か
成
果
が
上
が

り
ま
せ
ん
が
諦
め
る
こ
と
な

く
、
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
【
コ
ー
ル・リ
コ
ー
ル
と
は
】

対
象
者
に
ま
ず
手
紙
や
電
話

で
検
診
を
呼
び
か
け
（
コ
ー

ル
）、
そ
し
て
未
受
診
者
に

対
し
て
再
度
受
診
を
呼
び
か
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